
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 集団行動ができない、友達とのコミュニケーションがうまくいかない、

集中力がない、ミスや忘れ物が多い、相手の話を聞いていない・・・子供

たちのそんな行動が目立つと、「もしかして発達障害かも・・」と思うこ

とがあるのではないでしょうか。 

 近年、発達障害と呼ばれる子供が劇的に増えているようです。文部科

学省のある調査によると、2006 年の時点では、発達障害児の数は全国で

7000 人足らずでした。そこから 14 年後の 2020 年には、発達障害児の数は 90000 人を超えまし

た。数字だけ見ると、この 14 年間で発達障害児の数は約 14 倍に増えました。 

 臨床経験 35 年の小児脳科学者である成田奈緒子氏は、「発達障害もどき」（発達障害の診断がつ

かないのに、発達障害と見分けがつかない症候を示している状態）が少なくない数存在していると

述べています。そして、「発達障害もどき」から抜け出すには、生活を改善することが大切である

と述べています。以下、成田奈緒子 著「『発達障害』と間違われる子どもたち」より 

＜生活改善に欠かせない３つのポイント＞ 

１ 朝陽を浴びる 

 朝起きたら、太陽の光（刺激）を目から入れ、朝であること

を脳に知らせ、体内時計をリセットする。朝日を浴びることで、

脳内のセロトニン量が増え、セロトニン神経がしっかりとつな

がる。 

２ 十分に眠る 

 質・量ともに高い水準の睡眠をとることで、生活リズムが整

う。小学生の場合、夜 10 時には熟睡状態になっているのが理

想なので、どんなに遅くとも夜 10 時前にはベッドに入る。 

３ 規則正しい時間に食べる 

 規則正しい時間にしっかりと食事をとることで、脳が刺激さ

れる。特に朝ご飯をしっかり食べると体内時計が刺激され、正

しく動き出す。体内時計が動けば朝食を食べた後に便が出るは

ず。 

 どれも当たり前のことかもしれませんが、実際にできている

人は少ないように思います。人として当たり前の生活をするこ

とが生活リズムを改善することになります。 

なしの木 
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 超高齢社会を突き進む日本にとって、認知症への問

題は避けて通ることはできません。正しい理解と思い

やりのある対応が求められます。９月２７日（水）、４

年生を対象とした標記講座が開催されました。認知症

について理解するとともに、認知症の人への対応等、

寸劇（右の写真）を取り入れながら分かりやすく子供

たちに話をしていただきました。 

（指導者：上里町高齢者生き生き課 他） 

認知症サポーター養成講座 

【認知症の人への対応の心得】 

“３つの「ない」” 

１ 驚かせない 

２ 急がせない 

３ 自尊心を傷つけない 

【具体的な対応 ７つのポイント】 

１ まずは見守る 

２ 余裕を持って対応する 

３ 声をかけるときは１人で 

４ 後ろから声をかけない 

５ 相手に目線を合わせて、やさしい口調で 

６ おだやたかに、はっきりした話し方で 

７ 相手の言葉に耳を傾けて、ゆっくり対応する 

 

日 曜 行　　事　　等 日 曜 行　　事　　等
1 水 16 木 職場体験
2 木 17 金 クラブ　職場体験
3 金 文化の日 18 土 上里町人権教育講演会
4 土 19 日
5 日 20 月
6 月 ５時間 一斉下校14:45 21 火 ふれあいデー
7 火 児童朝会（放送委員会）教育委員学校訪問 22 水
8 水 ４時間　上里町学力向上授業研究発表会 23 木 勤労感謝の日
9 木 特別支援教育推進専門員 SSW 24 金 クラブ　
10 金 北部西地区音楽会 委員会 25 土 第２回PTA資源回収
11 土 ３時間　学校公開 26 日
12 日 27 月
13 月 振替休業日 28 火
14 火 県民の日 29 水
15 水 巡回相談 なかよしタイム 職場体験 30 木 ５時間　校内授業研究会
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ゆっくりもいい！ 


